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Sueki Fu叉UKAWA
高啓(1336-1374)は元米から明初にかけての詩人。字は季述。 槌!符また7宇部(泊予と号した。現存する詩
は二千余首。 Ilj1泊三百年で第…の詩人とされる。また元・ I1)Jの雨王初出百年でもっともすぐれた詩人とも
される。
啓の死後およそ八十年，同郷の徐!訂が逸話を拾い集め， F引の景泰元年(1450)に f耳石太史大会十八
巻を刊行した。この彩印は現在，間部議刊に収められている。ははその三百年後， 7l守の金殺がさらに
を集め，注をつけ，説集，文集， if-識を加えて，議正六年(1728)に，総合的な詩文集として刊行した。以
後これが高啓の定本として定殺したJ育郎高季辿先生詩集十八巻i立詩…巻れ!舷集一巻完?~Æ築五巻[íf1 年譜一
である。
近年:刊行された上海古籍出販社の ri詰背上下HlJ-(1985年刊， 1038頁)は，その前書きによれば，ま
ず一九六0年代の初めに徐波長子氏が，この球:正六年の金根注本の文瑞楼刻本を底本にして，各種の}坂本で
校訂したものであり，その後，誌が謹去されたため沈北宗氏が新式評点を加え，さらに捕訂したものであ
るという。
ここに訳出した李志光の装集本伝jと呂却の「縫軒集本伝jは，出i啓の死後ほとんどまもない時期
に書かれたものであり，高啓の伝記を長rlるとてヅ三いに参考になる。底本には上海古籍出版社本をmいた。
なお原文の字体は諸殺の事情でJI S漢字のもつものだけが正字になっている。またヱ?に稿はもともと入
谷1U介先生(文学博士，島根大学名誉教授)の委嘱によって始めた作業であり，先生はわたしの原稿全部に
日をとおされ，何ヶ所にもわたって朱を入れられた。
して深謝の立を表します。
はそのすべてが反映されている。ここに特に
1 r島議集本伝」
1. 1. 0 原文
字季;也，呉郡入。生元内子。少替敏カ，弘遂工於詩。上窺建安，下j玄関元，大陸以後期義之。天
安秀敏。故其護越特超詣。 11:飽謝JWf刀、之，法李社出f以之。庖了解よi二， 1守紫迎刃，千葉寓類，規模同一軌。
1龍筆品，如;が;ft也。象犀珠玉，如=!c'，を;也。秋月i7]¥壷，立i1其清由。夏姫王椅，如其麗由。区j文部勝，如其
如其iE也。 i乃和陶:本大築元j酉之i氏不関ニ宋莱布之右E，所謂jij鵠於古人l股代，後冠来事
於;京;持者失。束呉!~読者f~士，悉、行ï之j際機。掲丈尚気，多詩難攻撃之館C，議之控控忘{巷，大抵以先控掩;日;兼美。
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1. 1. 1 醤き下し
JI 31ミ ーま 4~，子会
高啓，字は季;迎(キテキ)，呉君riの人なり。元の丙子に生まる。少くして響敏，力学して，遂に詩に工なり。
上は建安を窺い，下は開元にi主び，大暦以後は出ち之を読(カ口ン)ず。天資秀敏なり， i在に其れ発越するや特
に趨詣(チョウケイ)す。組・謝に擬すれば， fiリち之にf以，李・杜に法(ノッければ，間ち之に似る。!包丁守二を解い
て， t寺紫刃を迎え，千葉・ 75類，規模開じく軌をーにす。 lLJ竜・禁虫は，其の賞なるに如かんや。象犀・
珠玉は，其の富なるにおiかんや。秋月・氷査は，其の溶なるに如かんや。夏fth~ .王時は，其の腿なるに如
かんや。区!文・品、Jl券は，其の豪なるに如かんや。鳴鶴雲に部けるは，其の逸なるに如かんや。1.乃お絢・
の大三塁・元沼のi床を手IJL，二宋の架布の証にl羽(ナう)わず，所諮， fliJは古人に横代にl室((ヨワイ)し，後は米学に
さ当時に冠する者なり。東呉の騒雅の士，悉く之を推しで|粂(7H)らざること無し。文を為るに気を尚び，
難・攻撃の体多く，之を読めば，控控(どりとして倦むを忘れ，大抵，先声を以て其の美を兼ぬるを掩(け)
J 0 
1. 1. 2 通釈
高啓は，字を季j)主といい，蘇州の人で‘ある。元朝の尚子(ヒノエ午、)の年(1336)に生まれた。少年の頃から科
発で，勉学に努め，ついに詩がじょうずに作れるようになった。古くは後漢末の建安の詩風をめざし，下
って蟻唐の開元までの詩を重視し中唐の大暦以後の詩は軽んじた。生まれっき賢くて頭のl副長が早く，
丈彩を発揮してとりわけ山谷を超越した境地に達した。施照，謝霊連(または謝跳(シャチョウ))に似せて作れ
ば，その通りに似るし，李白，社l'f~ をまねれば，それに似た。あたかもかの崩丁が自在に牛を解体して，
FT紫のような難所でも容易にさばくかのようであったし，たくさんの種類のものであっても，模範とする
ところは同一であった。札践のLJ，竜， ~ltの模様であっても，彼の高itt さには及ばないし，象者二や犀の角，
真珠や玉であっても，彼の豊かさには及ばないし，秋の月と氷を盛った査も，彼のI古ーらかさには及ばない
し，夏姫と王踏も彼の美しさには及ばないし，間文と越)J券も，彼の豪快さには及ばないし， II.!~ く鶴が雲に
繍けるという情景も，彼の風流な趣きには及ばない。晋の陶潟明，唐の本応、物の詩のような古朴淡雅なi床
をまぜ，ニ人の宋氏の秘税徴収のようなきっちりしたやり方は学ばなかった。世にいう，はるか後ill:に生
まれながら時代を超えて古人と肩を並べ，現代の学者の中では第一人者， というものであろう。呉の文人
たちは，みな高草子を第一に推すことに満足した。高啓は文章を作る際には気をたっとぴ，論難や攻撃のス
タイルが多く，我々がそれを読めば， どんどん読み進んで、，飽きるということがない。おおよそあまりに
も高いその詩名が先行して，実は高啓がどんな文体でも上手で、あるという事実がおおい隠されているので
ある。
1. 1. 3 語釈
[季;叶の字義は f書経j調書:太1i3上の「芳く俊彦を求め，後人を定年;虫すJにもとづく。季は弟の意で，
高啓は二人兄弟の弟だった。[呉郡]今の江蘇省蘇州市。秦のときはじめて呉県が設置され，後漢は呉郡と
改名，陪はk
丙(仇ヒ/エ斗)と子(付ネ)入。元のj順i頗頃帝の至元二勾年三， 西暦1336年。[警敏]機敏でかしこい。『新}吾書j巻204王遠知伝に
IJ1主知は少くして警敏，多く書伝に通ずJとある。[建安}後漢の献帝の建安年間(196…220)をいう。阻害詩
にかわって五言詩が確立された。[開元]唐の玄宗の関元年間(713-741)をいう。天宝年間(742…756)とこの
隠元年間の盛}去の持代に古典詩は黄金期を迎えた。[大暦])吾の代宗の大腐、年間(766-779)。安史の乱(755
-763)が終結した大暦以i径は中唐， 1ぬ唐となり，中国の古典詩は黄金期を過ぎ去った。[~主}軽視する。[天
資]天紙。変質。[秀敏]聡明ですばしっこい。{発越}発散し遠くまで、伝わる。漢の司馬相拡!の「上林の
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賦jに「衆香発越す」とあり，晋の郭漢の注に「香気の射散するなりjとある。[超詣]-1出谷を超越した境
地に到達する。また俗気がなく:tft抜けしている。南朝宋の Htl:説新語j文学篇に「諸葛宏，年少くして一宵
えて学問せず。始め王夷と談じ，便ち巳に超詣すJとある。{飽謝}雨棋の詩人の飽J1告と，謝運または
諮跳(シャチョウ)との併称。{李杜}盛鹿島の詩人の李 I~ と松:甫の1~j:称。[庖了解牛] ni:子j養生主篇で，料理人
の包丁が主君の文恵君のために牛を解剖してみせ，その極意を語ったときの故事に見えることば。状況が
複雑に見えても，自然の理に従い，規律を熟知し，技術を修得すれば，損傷を受けることがなし もはや
技術を意識する必要のない自在の境地に達することができることをたとえた。[i寺紫1肯紫は前掲注の問主
子jの「冠了解牛Jの段に見える言葉。肉と骨'が結合しているところを言い，そこは万さばきが難しいと
される。包丁の万は牛の体にある自然の筋尽に沿って動くので，その「技の肯紫を経ること，これ未だ嘗
てせずjというほど上手であり，大骨に刀をぶつけてしまうこともないとある。 [jfi刃1r晋告せ杜韻伝に
「今，兵威己に振るい，怒うれば竹を破るが如く，数部の後は，皆刃をjfiえて解け，復た予を若くる処無き
なり」とある。[葉]品類，種類。[規模]=j三本，模範。 [-i!¥lL]馬車の両輪出1の距離を統一する。おもに政
治上での統一を言う。 [LJ竜;![f虫1LJ竜は礼服に描かれたLJと竜の模様，ヨ害虫は維の模様。古代の礼服につ
いての身分i!lJ的使用法が『晋書j輿服志に見え， i天子は十ニ主主を備え，三公諸侯ははi竜の九章を吊い，九
9(1以下は葉虫の七章を用い，皆五采を具うJとある。[象尿珠玉]象牙，犀の角，真珠，玉。手に入れにく
い西つの珍奇なものを言う。宋の蘇i拭の「表忠、観の碑Jに「隔も呉越の地は方千里，帯甲十万， ILJを鋳て
海を煮て，象犀珠玉の富は，天下にヰ!たりJとある。{秋fJ氷室}秋の丹と玉の査に盛った氷。宋の蘇紙の
i森谷に贈るJ詩に「布杉漆黒にして手は亀の如きも，未だ害せず氷査に秋月をJli'めるをjとある。また雨
1;到の施照の「白頭に代わりてH今ず」の詩に「清きこと玉造の氷の如しJとある。{夏娘}春秋時代の美女。
震1Iの碍公の娘で，陳の大夫御叔の妾だった。漢の劉向の f列女伝J巻7に伝がある。[王踏}前漢の元帝の
官女の王11召君。 h必は名，昭~ーは字。一説にその逆。元帝の克寧元年 (B.C.33) に旬奴の呼韓部単子に競いだo
f芸文類衆j巻30i怨jの条にiJI < r琴操jに「王昭君は斉圏の人なり。顔色岐禁にして，関中に間こゆJ
とある。[国文]1滅菌の斉の相。孟嘗君と号し，食客数千人を養った。『史記j孟嘗君列イ云。[越勝]戦国の
越の棺。平)京君と号し，食客数千人を養った。 r史記j平原君初j伝。[陶主主}南拐の詩人の陶潜(絢淵明)(365 
…427)と唐の詩人の本応物(737? -790 ? )の併称。[大義}調味料で味付けしない肉のスープ。[元酒]玄泊。
踏の代わりに用いた水。防庁唐書j 文芸伝上の賂賓王伝に「韓休の文は大5~玄溺の如し，典HIJ有るも，滋i床
薄し」とある。大義玄潤は古本トj炎雅な詩文の風i容をたとえている。[二二宋].未詳。南北の二宋をいうか。宋
代は詩の堕落した時代という見方がある。あるいは北宋の宋浮(996…1066)と宋郁(998-1061)の見弟を指す
のかもしれない。天堅二年(1024)の科挙試験で，はじめ礼部は弟の宋語1を一位に，兄の宋}ギを二位に奏し
たが，献太后が弟を兄の上におくことを欲せず，兄を一位に弟を十位にした。これより，人々は兄弟を
ニ宋と呼んだという。二人はともに安州安陸(今の湖北省)の人，後に開封に移り住んだ。見の宋俸は字は
伯!半，後に改めて公序。官は兵音[1侍郎防平主主事に至る。弟の宋郁は字は子京。欧陽修等と f新唐書jを編
した。官は工部品書，翰林学τi二承旨に3iる。宋踊[1は，ドチミ西の用兵で，費用が臼増しに逼迫してきたとき，
朝廷に三つの大きな無駄と三つの小さな無駄があることを指摘し，その無駄を省くことを上疏した。これ
は『宋史J本伝にのせる有名な話しなので，あるいはこれを指すのかもしれない。伝は f宋史j巻2840 [粟
;fiJ之征]穀物と布の徴税。 f孟子』尽心主主匂下に，手続の徴税について「布綾の征，楽米の征，力役の抵有
り。君子は其の一つを用いて其のニつを緩くす。其のこつを用うれば民に碍(ウエジニ)するもの有り，其の三
つを用うれば父子離る」とある。 抵は賦税。宋詩がせせこましく現実的なのをののしった言葉か。 [1験代}
空前。{来学}後学。後の世の学者。{東呉]古の呉の地。今の江蘇，断江省の東部。{騒雅士](風雅な)詩
人，文人。[器禁ft]論駁，論難する。{裂堕}休まずに進むさま。{先戸]戦争ーなどで行動より先んじて発す
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る声，宣伝。向江志j部隊誌に「其の威名は，以て子討を先にし突を後にして隣国を撮するに足るjとある。
{兼英}何にでも長じている。完全である。
1. 2. 0 原文
張てと誠有斯右時，翠彦多従イ士者，務d!lu翠家，依外53周{11遥， )舌呉j松江上，歌詠終日J;J、自;l遊詩。陪臣俊介
之，丁f1容輩，以詩自豪，及見啓偶歎服。啓尤好権問各，論率経人躍。故興経如投左契。
楊基， ;{'1:寅，張憲，張羽， )琵砥，王行，宋克，徐立之徒， T守不協!陪オ，爽;畠有文，談話?華絵，偶然以混天
下無人，一時武勇多下之。
1. 2. 1 撃さ下し
張士~Jjt，討Jr右を有する 11寺， lfF彦に従い仕える者多けれども i替独り家を翠(タズサ)え，外認の周f'1達に依っ
て呉j絞江の上りに居し，歌詠すること終日にして以て自過す。階居の鋭介之・了flj1容の翠，詩を以て自ら
豪すれども，啓の為(ツク)るを見るに及んで歎じJIlす。啓尤も権問各を好み，事ーを論ずれば人のl誌を経(ソバダ)た
しむ。故に践と左契を投ずるが如し。交わりを定むる者の王発・楊基・杜寅・張窓・張羽・周砥(シ)・王行・
宋克・徐の若き徒，宵C)な不践にしてオ!密(ト)み，爽滋にして文有り，談諦燕給にして， 十時然として以
て天下に人無しと為し，一Jl寺の武勇多く之に下る。
1. 2. 2 通釈
張士誠が斯右の地を領有した[l寺，すぐれた人々のなカかミで
だけは家族を引き連れて，妥の父の!話{q1)主を頼って呉訟江のほとりに住まい，終日詩歌を詠じて悠々自適
の生活をした。張土誠の属官の鏡介之，了{q1容らは， 自分の詩を誇りに忠っていたが，高啓の作詩
を見るに及んで，感嘆い自分たちよりすぐれていると認めた。高啓は権謀をもっとも好み，
と人々の耳目をひきつけた。だから鱗介之とは意気投合した。友として交わりを結んだ王務，揚J走，社寅，
張羽，思砥，王行，宋克，徐らは，みな自由奔放で才能にあふれ，率直で俗気がなく風流で¥談
論は華やかですばしっこしおごり高ぶって天下に人無しとした。当時の武勇のものたちは多く彼らのも
とに集まった。
1. 2. 3 諾釈
{張てと誠]1321-1367 元朝末期の群雄の…人。官塩仲良人から身を立て，元のJI殴清志正十四年(1354)， 
郵で誠王と称、し，国号を大)詩，年号を天祐と定め，活から独立して地方政権を樹立し，江蘇，淑江省にわ
たる地を領有した。その後，蘇州、iを占領した(その時高啓は蘇州、lにおり二十ーオ)。 三笠正こ十三年，呉王と
自称して，i~制H を都とした。歪正ニト七年(1367) ，蘇州、i を朱元に破られ I~I 殺した。[社1fkl]itJ訂正ほほ
長江下流と斯江にはさまれた地域で，その真中に太i坊がある。{群彦]多くのすぐれた人々。{呉1刷工]) 1 
の名。太j坊の，蘇州、i南部あたりから流れだし，間流して上海北部を経て，寅i市民Tと合流し， まもなく長江
に注ぐ。{陪臣}臣下の担。一階層を隔てた笹下。ここでは，元の皇帝〉張士誠→鏡介之・丁{rl'容の関係に
なる。{鏡介之}践介之，名は介，介之は字。江西の部)1の人。元の1主官は輪林応奉から余訂:斯廉訪可
張士誠が蘇外|に入城し，餓介の名を慕って，江主i13J行者参政とした。張ごと誠が朱元に敗れて，i~斜1'1 が
陥落したとき，金陵に護送されて処刑された(高啓に五待 il堀川公を突すJがある)0 r明史j巻123張土誠
伝には，元末に i自ヨ立してi
せたとある。巻28部5丈苑f伝云の張;街許苅矧H訟公に;は土元の立泣准t南行省参政でで、あつたi鵠臨如}川iけ1の続介は詩にすぐれ，みずから酔樵
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と号した，緩介はかつて名士たちを集め酔坂長歌を作らせた，そして張簡を第一位に高啓を第二位にあげた，
という。 伝は f列朝詩集小伝.1Ej3前集。{丁111容}伝は未詳。 n立金元人伝記索引.1W遼金元松記三十種綜合
引得.1r j¥ +:Jt.i'iT[fJ月代伝記統合51得.1r明人伝記資料索引j等に記載が無い。 i左契}部り符の左半分。「投
契Jで，意気投合する，見解が一致するの意。ここは「投契Jを「投左契jと言い替えたものであろう o
i定交者}当時， とくに高啓と交流の深かったものに， 1首啓の五言古詩「春日十友を懐う詩Jに歌う余尭
臣，自主羽，揚基，王行， 呂敏，宋克，徐， 1深刻，僧道{r，王券の十人がいる。また r珂史j巻285文苑伝
の王行の条に言うはヒ郭十友Jまたは「トオ子Jには，市j啓の他，王行，捻主f，高;強志， J者粛，宋克，余
張羽，呂敏，陳別の九人があげられている。そのなかでも楊基，張羽，徐裁の三人は高啓とともに
じ呉中西傑」と称された。 十友については清の銭謙誌の W出現詩集小伝jにも伝がある。{主務}
先槌は窃の人であったが父の代から議定(今の上海rlH長定県)に移り住んだ。 f元史j編纂に参加し，銀幣を
!l易って帰った。翰林院に推薦されたが，辞退した。謀説の事件に連座して高啓とともに殺された。 p羽史j
巻285文苑伝。{場基]1326-? 字は孟裁， 号は罵案。!京主主:は嘉川、I(議定州、i。今の1mJlI省楽iJl)の人。元末に
乱を避け旬、遁。張士誠に招かれ丞相府記宗となったが，まもなく辞めた。洪武工年に官についてから，官
はLIJ茜按察使に京ったが，議言によって免官され，労投に服しているときに在所で死んだ。『明史j巻285
文苑伝。{社交}字は彦正。呉県の人。先に高啓などが召されて f元史jが編築されたが， JI演帝朝の一代が
欠けていた。翌年それを布!iう編纂局が慌設され，そのときの編築官になった。その後， 1皮箪衛知事に任じ
られたが，洪武八年(1375)，蕃1~の苦し兵に殺された。 rrlfi 史j 巻285文苑伝。[張;;k.( l 字は思躍。 IU陰の人。
元米の著名な詩人。張士誠に仕えて相支部括部事となる。張士誠が滅んでから姓名を変え，杭1Hの報国寺に
して没したo r明史j巻285文苑伝。[張羽]1333-1385 字は米儀，手子は約一Jr~\ または jliifi)I~\。詩続(今の江
西省九江市)の人。元米に呉輿に住み，安定:書誌tl長に任じられた。後に蘇州、1こ移り住んだ。洪武七年，太
?吉寺援に任じられ，翰林を兼ねた。後に嶺南に左避され，途中で自殺した。 rlVj史j巻285文苑伝。{崩1i日
字は!夜道。呉の人。元米の者マzな詩人。兵乱に遭い，友人の家に容となった。後，そこを厭い，会檎に遊
び，兵1:"に没した。 p列史j巻285文苑伝。[王行}字は1:110呉県の人。幼くして父に従い薬屋の徐氏の家
にたよった。その家の費二をことごとく読むことができ，学問に通じた。財産家の沈氏の家塾に召された。
洪式の初め，学校の闘となったが，まもなく辞去して石湖に隠遁した。人に推薦されて朱元時に召見され
たが，後，推薦人に連践して死んだo r明史j巻285文苑伝。[米克]1327-1387 字は1"温，号は南宮生。
蘇州長決!の入。張士誠が招致しようとしたが，就かなかった。洪武四年， }成期府間生1にf壬じられたが，任
期中に死んだ。 p男史j巻285文苑伝。{徐"istl守二は幼文，号は北郭生。先様は窃の人であるが，常チトiに移り
住んだ。また蘇州長州に移り住んだ。元米に張二i二誠の招立与を受けたが， まもなく辞去した。朱元Jl~が蘇チトi
を占領したあと，臨濠(今の安徽省斜陽)に移住させられた。洪武七年，推薦されて上京し，給卒中，刑部
主事などを歴任したが，洪武十ニ年(1379)下獄し，獄中で死んだ。 f明史j巻285文苑伝。 i爽遇}率直で俗
離れしている。;芭J土fZtから超然としているの意。[給]給は弁が立つこと。弁舌がすばやいこと。『新唐古u
巻l34字文融伝に，張:JL齢が張説に対して「磁!は新たに事を用い，静は給にして詐多し，公(キ~)は忽(ユんがり
にすべからずJとある。['rFrl おごりたかぶるさま。
1. 3. 0 原文
司FJ輿，以某臣搭， 1皆謝徽等間於斡，輿修元史，授翰林国史編1多官，復命教授諸王。久之，推在1侯舌之司，
待以不次，奥徽等懇許，乞蹄ElI盟。 fliiJ可。 1J'J!1易金以遠，設居江上， 3盈遊l~íJ玉市型之1慮。始披桂軒，又競青
丘子，鋭志;JJ'子r~少衰尖。居幾何，忽従故時一二侠遊子字fío ;血江夏魂観局郡，老而好τじ延見王務準。
尤踏遇之。不得己，亦鴎矯答。復強辞之蹄故里，殊'1宮崎不築，遂窪連以残。年前三十九。
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1. 3. 1 警き下し
明輿り，某臣の薦を以て，謝徽等と{皆に朝に開され，元史を修むるに与(アズカ)り，翰林田史編修官を授か
り，復た諸王に教授するを命ぜらる。之を久しくして， 1侯舌の可に推任せられ，待するに不次を以てし，
徽等と懇(ネンゴ0)に辞し，問里に帰るを乞う。可を制せらる。伯(カサ)ねて金を賜って以て還り，復た江上に
居し，青丘・南患の壌に遜遊す。始め控車rと号し，又青丘子と号し，鋭志亦た少しくも衰えず。居ること
幾何，忽として故時のー，ニの侠に従って郡に遊ぶ。適ま江夏の貌観1拐を為め，老いて士を好み，王者iの
輩を延見す。啓嘗て京に会し，尤も之に礼遇さる。己むを得ず， !)'1'た廊(マジワ)って容と為る。復た強いて之
を辞し故里に帰り，殊に'IB'I色(ユウユウ)として楽しまず，遂に楚連して以て残す。年取て三十九。
1. 3. 2 通釈
元がほろび明がおこると，私の推薦で，謝徽たちと一緒に朝廷に奏上され，元史の編纂事業に参与し，
翰林院の国史編修の官を授かった。また諸王に教授することを命ぜ、られた。しばらくしてから，天子のl殺
舌の官ともいうべき戸部侍郎に任命されが，破格の大抜擢であった。高啓は謝徽らと了重に静退し，郷里
に帰ることを乞うと，認が下って許可された。さらに金をたまわって帰郷し，ふたたび呉i松江のほとりに
住まい，青lI:や南里の村などに遊んだ。はじめは桂軒と号し，後にまた青丘予と号し，詩に生きようとす
る決意は以前と閉じように少しも衰えなかった。かくていくばくかの月日を過ごしたが，あるとき思い立
ってかつての慰1染みの依客ら一，二人と域外に遊んだ。たまたま江夏の貌観が知事となって蘇州を治める
ことになった。貌観は老齢であったが文士たちを好み，王務のような人物を引見した。高啓は以前，者[Sの
南京で、会ったことがあり，説観はもっとも高啓を礼遇した。高啓はやむをえず，また貌観のサロンの一員
となり彼らと交際した。高定年はまた強〈辞退して故里に帰ったのだが，心がふさいで楽しまず， とうとう
事件に巻き込まれて死んで、しまった。年はょっゃく三十九オであった。
1. 3. 3 語釈
[某臣}さる官僚。臣は朝廷に仕える官僚。高啓が刑死した人なので，はばかつて名を出さなかったのであ
る。{謝徽}長洲の人。字は元認。翰林闇史院編{I多を授かる。まもなく吏部結中に抜擢されたが，辞して受
けず郷里に帰った。博学で、詩文にたくみで，同郷の高啓と名をひとしくした。『明史j巻285文苑伝。{翰林
間史編修宮]翰林は翰林院のことで，朝廷の告Ij詰や，由史編纂，図書:事業などをEなった官署。その中に編
修という官がある。正七品。普通は進士の上位合格者をあてた。 [1侯舌}尚警などの重要な官のたとえ。こ
こは元史の編纂事業が終わって，洪武三年(1370)，三三ト七才で，戸部侍部(戸部の次官で正問品)に抜擢さ
れたことを言う。{滋遊}遊覧する。{南里}村の名。今，江蘇省呉県東~の島直(自クチョク)鋲に当たる。 lぬ唐
のi塗亀繋が隠遁した地として知られている。{鋭志L意志を闘くして，一心に努めること。{邦](内城に対ー
する)外域。城壁で囲まれた町の外側をさらに囲んだ城壁。[江夏}古の地名。今の湖北省武漢市周辺。こ
こは塁走観の出身地を古い地名で、言ったもの。[説観}湖広武昌府蒲fJi-(ホキ)の人。字は柁Lllo元米に?flJllに偲
遁していたが，朱元ま~Íに招かれ国子助教となる。明になってからは太常ýtlll ， 侍読学士，国子祭酒などを毘
任し，洪武五年，蘇州、1)1子知府，翌年一旦辞めたが再び蘇州府知府に再任。 fiJ任者ーの治政を改め大いに功績
があった。洪武七年，謀反の界に問われて，市に腰斬された。姑蘇五太守の一人に数えられる。 f明史j巻
1400 [延見]招いて会う。 ['1出邑]気がふさぎ楽しまないきま。[楚連]かかわり合いになる。事件などに
巻き込まれる。
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1. 4. 0 fj案文
i壁乎，使啓少延，期駿寝入幸子劉李杜之壇，実1二此哉。其詩類謀議於家，未長IJ額。初富商I鎌賢生，欲銭誇
諸梓，啓不言.'f，乃止。凡{都議而諦之者，無不飲渓，必不j民馬。余興啓同盟，知其人銭詳。故特~停，庶殆
不朽云。洪武乙卯二月，院西李志光書。
1. 4. 1 撃さ下し
l珪乎，啓をして少しく延ばしめば，則ち騒騒として曹・鎖・李.;H:の壇に入り，実ぞ此に止まらんや。
其の詩の類誌は家に蔵し，未だ良IJち顕われず。初め富商のi凍宝生，為に諸を特に寿さんと欲するも，啓許
さず，乃ち止む。凡そイ云録して之を諭する者，飲羨(キンセン)せざること無ければ，必ず法(ホロビ)らざらん。
余壊と悶里にして，其の人を知ること詳為り。故に特に伝を為り，不朽に胎さんことを庶い，云う。洪武
乙ypニ月， I能部の李志光書:す。
1. 4. 2 通釈
ああ/彼をもう少し長生きさせたなら， どんどん成長して貌の習植，劉綴，唐の李白，校:市と同じ壇上
にのぼり，どうしてこんなところにとどまっていただろうか。類別した詩の原稿は家にしまってあり，ま
だ公刊されていない。かつて富商の陳宝生がこれを版木に彫って出版しようとしたが，高啓が計二さなかっ
たので，事止みとなった。だが彼の詩を記録して詠み結える者ーたちは，みなほしがってうらやましく思っ
ている。だからきっと滅んでしまうことはないであろう。私は高啓と同郷で，彼のことを詳しく知ってい
る。だから特にここに怯を作り，これを永遠に伝えたいと願った。洪武八年の乙卯の年(1375)の二月， 1寵
西の李志光が記した。
1. 4. 3 語釈
{駿駿}どんどん進むさま。 [1~劉李杜}三菌貌のIE柏[(192-232)，劉綴(IJユウテイ)( ? -217)，唐の李白，杜雨ー
の121:1人の詩人。{発梓}版木に字を刻して出版する。{音大渓]ほしがってうらやましく思う。{洪武乙卵}明
の太認の洪武八年(1375)0 [[徒四}今の十1-粛省院西県付近。[李志光}伝は未詳。 r遼金元人伝記索引.!n窒
金元伝記三十種綜合引得.!r八一!-九麓F!J代伝記綜合引得.1r明人伝記資料索ヲ1.1等に記載が無い。
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2. 1. 0 原文
先生諒定年，字季;虫，世呉人。居城東北i板。考JI僚翁以上倶裕鏡。有国百飴畝，在沙湖東， ，基南i;J呉松江。
遂僑江滋之大樹村，以使課耕。先生生元丙子，稿長，兄苔成it左右，躍失'1，1持。即紛;理家政，往来江域以情。
性管敏，書:一日即成議，久而不忘，尤粋翠史。 l噌混詩，出語無塵俗気，清新俊~，若天技之然者。
2. 1. 1 審き下し
先生，誌は啓，字は季連，世々呉の人なり。城の東北の概(ス~)に居る。考JI頃翁以上は倶に格鏡なり。悶
百余赦有って， ~昔、湖の来に夜り， i菊に迩(ム力)って呉淑江に切(セマ)る。遂に江のj許(本トリ)の大樹村に僑し，
以て諜耕に便ならしむ。先生，元の丙子に生まれ，柏、や長じて，兄資， i住右に成り，誕継主いでで、"'1恰i
う。却ち家政を綜綜.理し， 1工城に往来し以て居る。性は警敏にして，書は一目して即ち読を成し，久しくし
て忘れず，尤もi洋史に粋たり。詩を為るを噌み，語を出せば塵俗の気無く，清新俊逸にして，天授の若く
然る者あり。
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2. 1. 2 通釈
先生の生前の本名は草子で，字を季池といい，代々呉の地の人である。、i域の東北隅に住んでいた。父
君の}I際翁より上はみな裕福で、あった。沙湖の来に農地が百余畝(六ヘクタールあまり)あり j翁に向かつて
呉松江に続いていた。そこで小作たちの農耕の監督に便利なように，呉I松江のほとりの大樹村に移り住ん
だ。先生は元の内二子の年に生まれ，やや長じてから，兄の高沓がi佐右の地の防衛に従軍してゆき，およしミて
両親を失った。そこで家政を取り仕切り，蘇州、i城に往米していたが，ついに域内に住むようになった。先
生の性質は機敏で、頭がよく，書物は一目見ただけですぐさま椅Hおでき，長くたっても忘れることがなかっ
た。様々な歴史書にいちばん精通していた。詩を作ることが特に好きで，詩で何かを表現すれば俗っ気が
なく，新鮮ですがすがしし泊)況でとても優れており，まるで天から授かったもののようであった。
2. 1. 3 語草尺
[~f~] 死後に呼ぶ生j~jの実名の意。{考}I/良翁]考は父の死後の11乎ひブJ。名が}I民翁なのか， }順という名で翁は
敬称なのかはわからなし、。{沙湖]今の江蘇省呉県の来にある湖。[百余畝]lli次を約 6アールとして(明治1]
てやは5.80326a)， 6ヘクタール(六町)あまりの田和。[呉iVi江] I売法集本松j の注を参加。 [if~] 他郷に移
り住まう。[大樹村]Y，H/'I の東l'fl"，呉 ìi~iIの北岸にあったであろう。{諜耕}耕作を監督し励行する。{元河
子if'-]I S¥主務本伝」の注を参J!託。 Wt;!:王]i主将J以来をi従来.i住友というので， H左右はi住河以聞のi住西の地
であろう。とすれば， 1住河と長江に挟まれた安徽.il)J北省の省境付近を 1:1心に，東は合肥，商は武漢近く
までを含む地域。 Ui'i持}父母を合わせて言う。{綜現]管理する。[江域]iITJのほとりにある町。ここは蘇
州、!を指す。[響f[主] I完務柴本伝」の、注を参J!札口't~]得意である。{俊逸]i凶脱ですぐれている。 超俗的で
卓越している。庶の社前の 臼李主i を憶う j の誌に「清新たり!災13首府，俊j怠たり i~@.参:司王j とある。
2. 2. 0 原文
年ト六， jf主南行者参生u政事17;:f，J1/ 続介之，分守呉 ~I:I，雄社i盗望尊，然閥賢下士， 1r]先生名，使使召之得。
先生長選久之，強i訂後往。陸上皆釘儒lí1'iVn/i，以侃雲林竹木IF~命題，資試之也。且用次原詩水・緑・世l 韻。
時先生一思穏耳。衆易之，侍立少頃，答EI，
主人原ゴド段二j二木，
一瓢伺IJi潟減計十Il縁。
Nt設垣矯'1官補在尊，
飲除白鼓11\~ff\立ElIL
続大驚異，以=1'1;含蓄深遠，非核:作可jえ，延之上座，特偶者:於[1m。諸老混之桜前， tヨコ監名重信制lm]，縦前子ro:
燦弗畏之。
2. 2. 1 蓄さ下し
年ト六にして， 1佐高行者参う、1政事・臨)11の健介之，呉r:1:tを分守し， {51:賂く しと蹴も，然れども賢を
礼し土に下り，先生の名を開き，使いをして之を召さしむること;再びなり。先生畏れ避けること之を久し
くし，強いられて罷る後に往く。座上皆な鑑儒・碩9(1/にして，侃雲林の「竹木医jJを以て題を命ぜらるる
も，実は之を試みるなり。且つ原詩の木・繰.rtlの韻に次するを用う。 JI寺に先生一態、稚(ゲンチ)なるのみ。栄
之を易(アナド)る。侍して立つこと少頃，答えて日く，
主人涼と 段千木に非ず，
相~ì詰す濡湘の結。
f一三宥，~: I~: 
伺ドリトj
誌を除えに惜しむ ?ilの主主に夜るを，
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館大いに第異し，其の合議iおまにして，稚1"r三の及ぶnJきに非ざるを以て，之を上座に延(と)き，特に為に留
に舎かしむ。諸老之が為に塑肘せられ，ァ笠れElり名は搭お1の問に重く，縦い前提なるも之を畏れ弗る燦し。
2. 2. 2 退釈
十六オの持， 1如 11 の競介之が~í主南行者参匁i政事として呉のよ也を治めた。彼は，身分は尊く声望は高かっ
たが，賢者や名二iコに礼をもってへりくだった。先生の名声を開いて，何度も使いを出して招いた。先生
はおそれはばかつて長らく避けていたが，強いられてようやく行った。鏡介之の客人たちはみな著名な学
者や品1々とばかりで， i7e.雲林の「竹木図jに詩:きつける詩を作るよう命ぜられたが，実は先生の詩才を試し
たのである。かっ侃雲林のもとの詩の木・縁 .11の韻字を，そのまま河じ順序で用いるよう求めた。その
時，先生はただひとりの素朴な少年にすぎなかった。まわりの殺はみな心中でこれを軽んじていた。先生
はしばらくのIHJそばに控えて立っていたが，答えて詠んだ。
主人(鏡介之)1まもともとf止を避けた貌の賢者の段千木とは違うから，極端なまでに王伎の招特を断わ
ったりはしなかった。
一制の瓢?iftが倒れて酒がこぼれ， JXl:竹なと、、の竹の産地の訪日の縁をうるおした。
段二i二木は垣根を除えて逃げて行ったりなどして，残念なことをしたものだ。ここの尊には泊がたっぷ
りとあるというのに。
私は飲むかたわら，あのi淘i替のように，弦を張らない琴を仰いて立のままに楽しむことにしよう。
続介之はそのi誌を見てのl=Jを克張った。 深遠な;立味が込められていて，とても年少者にできる作品
ではなかった。そこで彼を力主にまねさ，特に彼のためにその詩を画に書きつけさせた。長老たちさえ，
彼のために摺貯されてしまい，これ以後，読者人たちの問では名が重んじられ，たとえ先生より先輩であ
っても皆おそれはばかった。
2. 2. 3 語釈
日三ー i六}年二十…の誤り(金おその青j王王子諮J参!被)0 砕がト六才の1守(1351)は，張τi二誠はまだ独立政
府を樹三としていなかったし， 1.( 
をつ〈つた張士誠かが、つけた行政機構の一つ。元のi蛸l節凶j言討i司度にならつている。元の地方行政機構は，各地に行I十1
(詫各して行省)を設け， 各行者に丞相(従 1~I~t) ，王子主主(従一品)，右丞 .h:~民(一万三二品)，参長1政事(従二
r~::il) ，京1$11，員外郎，部事を置いた。元1)1]では，f!制+1一指は「江:断行省Jに入る。 n臨)11]古の都県名。今
の江西省議1+Tl50 [餓介之11:先器薬本伝jの注を参加。{分守}元1J1Jでは各行省の参知政事は定員ニ名。張
てと誠のìfnt~行者も二名の参知政事がいたとすれば，続介之が蘇チトj を分担したのであろうか。 [1兄雲林]1301 
-1374 元米の文入国i家の侃(ゲイサン)。雲林は一号，字を元鎖という。元の四大家に数えられる。詩もよくし
n者間関柴j ト二巻がある。伝は『明史i巻2980 [!li¥l質朴，素朴。[次原詩木縁由自民}次は原作の詩の関i
の文字を，原作で沼いられた順序通りに用いて作詩すること。木・緑・ IHIは作詩の難しい韻字で，これ
で作らせるというのは難題をふっかけたのである。{段千木}戦国時代の貌の入。段二「ゐは姓(または村の
ぞi)，名は木。子支から儒学を学んだ。在野の賢者で，貌の丈侯がその内に至ると， :f:IiをE支えて逃げ避けた
(r孟子~J]膝文公下)。また丈侯が段千木の村を通過する時は，馬車の上から敬意を表わし試の札をなし，文
を札j邑するとの評判をlifJv、て， を伐つことをやめた汗史記j巻44貌世家)0 [一瓢]ー倒の
ひょうたん。 多li也篇に恒!の質索な食生活を (タン)の食(シ)，一票IJI.(ピョウ)の飲，限巷に在 1)J 
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という。[瀦瀧]湖南省を北流して ìl可庭湖に注ぐ湘江と，永州、lで合流する支流のt;'f~i;J(。または湘江を言う(櫛
は水が清く深いさま)。この地にはまだら模様の入った斑竹が多く，それにまつわる括承(舜の二妃が，舜
の死を悲しんで流した涙のあとが斑竹の模様になったという)がある。高啓の詩は，侃雲林が描いた竹木の
図から， i議期を連想、したものであろう。{撤垣1W孟子j際文公下に孟子が， i古は毘たらざれば見えず。段
二子木は垣を総えて之を砕(サ)け，社止柳は1'9を閉ざして内(イ)れず。是れ皆己に甚だし。迫れば斯ち以て見ゆ
べしJと言うのを踏まえる。[無絃}事の弦を張っていない。南中ifJ梁の競統の f陶靖節伝」に「淵明は音律
を解さず，無絃の琴ー張を蓄し，酒の適する毎に，朝I[ち撫奔して以て其の;窓を寄すjと言うのを踏まえる。
路、遁，関i訟のイメージを持つ。[驚異}おどろき不思議がる。{合議深遠}高草子の詩の起句は，表磁i上は
人を鏡介之として，鏡介之が張士誠の招聴を控)rわらず，参知政事として蘇州を治める任に就いたことを
うが，裏では，自分が鏡介之の招待を断わらずにやってきたことを暗示している。そしてやって来たから
には，段千木のようにやぽなことはせず， r羽適の泊を楽しむつもりだと言う。しかも，結句では， i勾啓が
銭介之のもとへ来ても政治的野心などはないのだ， ということをもほのめかしている。{老}公，榔，大
夫。高位高官。[製JI寸}はたから他人の行動を妨害する。{搭糾r]官職を存する人，有した人。また舘者。
2. 3. 自原文
年可十八，顧南米冠，嘗特青丘飯室閤翁宇1)主女，国家落，弗克備六雄。一五翁病，所交戯之日， i若婦翁
有不安，設住関之。可乎。」先生日， i諾。願倍往露。J遂向抵其第。翁謂所交日， i吾疾近稿愈，未可率溜
奥新客見。問其普Il今，客位間有斑版関，脱ー題足失。J先生走筆一絶云，
西風i次折荻花枝，
好鳥飛来羽翼まま。
沙問;](寒魚不見，
i前身霜露立多時。
翁笑臼， i若欲{時三こ志;長失。J詰所交， i諮:!lim，'，i(i;持:日妻之也。j
除弱冠， 臼諜詩五首，久間恐不精， 日二主主後一議。皆工綾沈者，不経人道話，然有以15;乎人心， ITI不
全J]手足之舞踊F由。
2. 3. 1 撃さ下し
年ト八可(パカ)り，頗(夕方)くして未fご冠せず，嘗て青l:I:.の飯室，閥翁{ll遠の女をJ[与(ヘイ)するも，家の落つ
るに悶りて，克〈六礼を備えず。一旦翁病む。交わる所之に戯れて日<， i若が婦翁安からざること有り，
走ぞ、往きて之に間わざる。可ならんかjと。先生日く， i諾。願わくは倍に往かん」と。遂に伺に其の第に
抵る。翁，交わる所に謂いて日<，
「善が疾近ごろ棺や愈ゆるも，未だ率需として新容に見ゆべからず。其の普くIl今ずるを開けり。客位の開に
墜雁関有り， )1見しー題すれば足れり jと。先生，一絡を走筆して云う。
商風吹き折る 荻(テキ)花の枝，
好品飛ぴ来たりて )j)j翼垂る。
沙問〈水寒〈 魚見えず，
満身の霜露立つこと多i待。
と。翁笑いて臼<， i若が鵠を欲するの意訟(ス汁力)なり jと。交わる所に語ぐ， i其れ翻るを請う。当に尽
を択んで之に姿(メ7ワ)すべきなりJ(:0 
弱冠を撒えて， 日に詩五首を課し，久しくして精ならざるを恐れ， 日にニ首，後に一首とす。皆な工級
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沈著(チンチャク)にして，人の道うを経ざるの語なるも，然れども以て人心に当たる有りて，市うして手足の舞
踊、するを知らざるなり。
2. 3. 2 通釈
年は十八ぐらいで，背はすらりと高しまだ元服の礼はしていなかった。さきに，青j王の富衰の癌{r1遠
翁の娘を要る取り決めはしたが，先生の家の家産が傾いていたため，結婚の六つの大礼を 1-分に備えるこ
とができなかった。ある日周識が病気になると，先生の友人がからかい半分に言った。「きみの奥さんのお
やじさんの具合が惑いというのに，どうしてお見舞に行かないのかい。いいと思うかい」先生は言った。
「いいとも。一緒に行ってくれるよう願いたい」かくて一緒に潤翁の屋敷に行った。思議が，友人に寄っ
た。「私の病気は近ごろ少しよくなったとはいえ，まだ軽々しく新容に会うことはできません。高啓殿は詩
をよくされると開いております。客聞に斑雁の図がー幅ありますが，もし題詩をひとつ作ってくだされば，
それでい十分ですj先生は七言絶句を一主主，築を走らせて書:きつけた。
秋の水辺に西風がわたり，荻(才ギ)の花の校を吹き折った。
そこへすばらしい艇が飛び来たり，羽翼をままらして休んでいる。
砂浜はだだ、つぴろく水は冷たく，鰐になる魚、も見えない。
その艇は身体中に箱露を受けたまま長いこと立っている。
席翁は笑って言った。「連れ合いを欲しがる彼の気持ちといったら，せっぱ詰まったものがあるねJ先生の
友人に， 1今日のところはお婦りいただきましょう。きっと日を選んでめあわせますから」と告げた。
一一トオを過ぎてから， 日に五首の詩を作ることを日課としたが，久しくしてから籾雑であることを心配
して，一日二首に減らし，最後に とした。その詩はみなたくみで鍛密，着実で、浮わついておらず，
人の言ったことのない言葉を用いて，人の心をうまく言い当ており，会心のあまり手の舞い足の踏むとこ
ろを知らない。感'情が高ぶって自然と手足が動いてしまう状態に逮している。
2. 3. 3 語釈
[顕] (身長などが)長いさま。[冠]冠をかぶる。元服(男子ニ十二才で髪を結い冠をつける成人の礼)する。
[飯室}富衰の家。[J停]:Y5方が礼物を贈って婚約する。{六礼}結婚の際，:Y5方が女方に行う六種の礼式。
納采，間名，納吉，納徴，諮期(ショウキ)，税迎。六礼をすべて終えて婚事が完了する。[率爾]軽率なさま。
[西風]秋風。[荻]涯とよく似た多年生草本植物。水辺に生え，秋にススキのような花を付ける。ここは
「薩月王国Jの躍を荻と詠んだのであろう。[好鳥]1麓f張図jの艇を詠んで、いる。[垂羽翼]51:]をまEらし高く
飛べないでいるさま。 f易j明夷・初九に 1I列夷(ヤブ)る。子(ユ)き1mびて，其の翼を垂らす」とあり，貌の
王弼注に「擢れを'1裳きて行き，行敢えて顕ならず，故に其の翼を議らすと日うJという。[魚}ここは雁が
えさにする魚であろう。[多時}非常に長い時間。
{工鍛}たくみで精密。[沈著}着実で軽薄で、はない。{不知手足之舞踊]r詩経j毛詩序に「情，中に動き
言に形る。之を言いて足らず，故に之をl珪歎す。之をI法歎して足らず，故に之を永歌す。之を永歌して足
らず，手の之を舞い足の之を踏むを知らざるなりjをふまえる。
2. 4. 0 原文
元季仮援，張τ1:::誠操斯右，時彦皆従之，先生ð~llif~ 5J処!藍，翠家依外氏，以詠歌自適。故有青丘子歌井江館
一一集寓志駕。先生尤好模略，論事務]人中，言不繁間切中FZ紫，人莫不主主動交諮而}猷服+'t心。故後及方銀了
irjl容締交如!裁左契。所輿王弊，楊蒸，張態，張羽，閤砥，王行，杜寅，徐賞，宋克，余発g，:，稗道街輩，
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皆愛宕不談詩椅磁:.， 偶然以践天下事司就。…1寺武a多 jマ之。
2. 4. 1 撃さ下し
元のえさ，援(ジョウ)，似(ハジ)まり，張ことみj~，断おに披 i) ， 1寺彦皆な之に従うも，先生独り与に処らず，家を
(タズサ)え，外氏に依り，詠歌するを以て自適す。 l性に者I王子歌，井びに江館一集有 1)て志を;寓す。先生尤
も権時を好み，を糠人(チュウジン)の 1:1に論ずれば，言紫ならずして切に肯紫に仁1:1i) ，人，室主動(ショウドウ)して
交ごも聴いて其の心に朕服せざ、るもの英し。故に佼及び
る所の王葬.楊J法去.張j窓苔.張羽.周砥(シ)・王行・社Jfl・徐・米克・余尭阻・釈道的の業は，
して，談時は精礁，偶然として以て天下の事;掠るべしと為す。 -11寺の武勇多く之に下る。
2. 4. 2 通釈
元の末に騒援が始まり， d長会議&が討lr右のー替を領有したとき，当時の名流はみな張士誠につき従ったが，
先生だけはその旗下には行かず，一家を携えて，主主二方の実家に身を寄せ，詩:をi泳ヒて自i践する生活をした。
そこで f育丘子歌J-IeI・と f江古，f{集jのアンソロジーができあがり，志を託した。先生はもっとも権誌を
好み，衆人のなかで事を論じはじめると，言葉は繁雑ではなく，ぴたりと急所企をっき，人々は驚いてみな
耳をそばだて，百1ftもが心底から信服するのであった。だから参知政事の銃介之および軍事長官の了{ljl容と
の交際は，左契を合わせるように気が合った。 111開であった王様，楊Jム張j払張羽，JfiJ;p氏王行， 1':1災，
徐，米克，余発i芸，釈道{iという連中はみな豪放でイりものにも束縛されず，談論は精密で、正雑，おごり
たかぶって天下関家の事は成就すると考えた。ために当時の武勇の二台たちも多くは下手に出た。
2. 4. 3 ~衰意尺
[{;出現騒援が始まる。または騒援。{張士誠]r先滋柴本伝Jの注を参J!設。{所有]rぬ藻41三本伝jの注を参
Jli:(o [1寺彦}当代のオー諮ある人。{初]人]び、っしり集まっているたくさんの人。[控或ul悲し驚かす。{交;
みな， ともに。 [1朕J&]心(信)JJI~する。おも介之. T1rl1容]主務集本伝jのお?を参照。[方銀]河工事上の権
力をもっ地方長官，軍事長官。{王券・楊主主・ i長jぷ・張羽・閥砥・王行徐・米克]r完務築本伝j
の注をそれぞれ参J1夜。{余発臣]字は皆g(1II。永嘉の入。蘇州に入り，張…上誠の容となる。張工た誠が!攻れてか
ら涼梁に移されたが，洪武二年計二されて帰り，来li-雲15の丞を技かった。議集ヱド伝jの「定交者Jの注を参
照。{釈道信]1335-1419 桃広孝のこと。道桁は釈名。字は斯退。族姓は挑氏O 長~)十iの人。医者の家に生
まれたが，医学を学ばず。ひろく1)語学を学んだ。剃髪して妙智裕に住み， また道二Lーから道学，兵家の学な
どを学んだ。洪武の初め高{討をもって召され，i1七武十五年，諸王府の一つの延長崎で王子に侍した。裕美íI~の
変のとき太宗を助け，太宗が去Il位してから，者1に召された。資菩プ丈夫太子少slfiを授けられ，挑めt(!:に援し
広孝の名を賜った。八十剖で亡くなった。仁宗のとき，三公の次に位設する天子の補佐役の三孤の少締(従
~/~引を力[J贈された。 f云は p狗史j 巻1450 その活躍はさ下回路伴の廃史小説 f運命.~ tこくわしい。
放。{偶然]r売総集本伝Jのj主を参照。
2. 5. 0 原文
明興二年正月，
難i君主特委之先生。
入京， t1î!同盟謝徽イ復元史。二月|対局，総裁7íミ公，以時 I~I 帝以来，型君jすí-m，敏速
・度数・歳飴・歳若.f受1者・歩気之}ゑi，徴ti験今，必、求胞合乎天道， ;)[三列
潟市己。及他忠侍，節有詳明，文核，深t~公奨賞。 八月，書:成上進，有 I~! 金文総之J!易。巳而命教諸功
臣子弟。次年二J~，官翰林編修，豆七月，特戸部{守=良[1。以年少未諮:fillJtオ之官_，懇齢致政，笈洪武!交成也。
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1JjJ[易自金， :JNi款問蹄， j王。
2. 5. 1 零正予下し
明輿りて二年正月，召を蒙りて京に入り，出塁の謝徽と元史を修む。ニ月に l~fJ局し，総裁の宋公，暦{土
jI'iif自り以来，盟主3の重んじる所にして，微速にして明らかにし!難きを以て，特に之を先生に委ぬ。為に
運気・度数・歳余・ 1説法・授1I寺・歩気の属を考拠し，古に徴して今を験し，必ず天道に総合(7ンゴりするを
求め，初(方 1)ソメ)にするには非ざるなり。他の志，伝に及んでは，節に詳Iすjあり，文は突，事は核にして，
深く公の為に奨設さる。八月，成って上進し， I~ 金・丈締の賜有り。己にして命ぜられて諮功臣の子弟
に教う。次々三二月，翰林編修に官せられ，七月に至り，特に戸部侍郎に擢(ヌキ)んでらる。 年少にして未だ
理財の任に諮(アキラ)かならざるを以て，懇(ネンゴロ)に辞し政を致す，実に洪武の)交成なり。伯(ヨ)りて白金を
![易 1)，徽と問に帰り，復た背Idニ居る。
2. 5. 2 通釈
明王朝が始まって，その二年正月，沼されて都南京に入り， 1可郷の謝徽と元1ミ編纂に1]1わった。二月に
編纂所が開設され，総裁となった宋殿は， )替は賀帝の1寺からずっと盟主3が重んじてきたものであり，微
妙深遠で、あるから明らかするのが難しいということで，特130にこれを先生にまかせた。運気・度数・歳余・
・授[J寺・歩気のたくやしミを考証するために，古の丈献を綬拠に今を考え，必ず天道に合致することを求
め，好い加減にはしなかった。が，それだけのことである。地の志や伝については，節ごとによく鵡べて
明白であり，文章は内容があって，事実はi在かで、あり，総裁の宋公から非常に褒められた。八月に書物が
完成して天子に進め，銀と綾絹の褒美があった。しばらくして功毘たちの子弟に教えることを命ぜられた。
次の年の二月には，輪林編1多の官を符命し，七月になって，特に戸tl)侍郎に抜擢された。まだ年少で、l!才物
を治める戸音1)の任には明るくないという理由で，丁重に院)yわって官を許退した。それはちょうど洪武の!交
成の王手(1370)であった。かさねて銀をたまわり，謝徽と一緒に帰郷し，ふたたび青.IIに住んだ。
2. 5. 3 語釈
{微速]幽遠。深遠。[考拠}考証。考証する。[;運気]自然界の物質的本源と自然現象の五運六気。五速は
金・木・水・火・こi二，六気は風，寒，熱，勢，燥，火。{度数]天文などに用いる度の単伎の数。例えは潤
天は約三六五度。北斉の顔之推の f顔氏家訪ILi帰心に I1ヨ月五星，二十八宿，冬度数有 1)Jとある。[歳余]
膳法で、，歳の 日数の余り。 Iド国の太陰太陽暦は，原理としては…太陽年の365.2422Elを…朔望月
29.53058 EI で表わす。実際には暦上の月初めの一日と，実際の FJ のが~J(新月)とをあまりずれないようにす
るため，ニト九日と三十日の月を適宜配置するから，一年が354日か355EIになる。 365日からのこの11日ほ
どの差(余り)を諒饗するために十九年に七度の間月を入れることになる。[歳差]地球の自転車Ulがぶれる現
象。地車IJが非常にゆっくりと小さな河を描く。地球を独楽とし，独楽の心棒が指し示す点を北極点とする
と，心棒の先(二lt1i~)主c)は 26000年で，天球上に三判長23.5度の丹をはi くことになる。一年では， 50.26秒西に
移動する。この心棒がぶれる運動を歳差運動という。 I十:闘では南斉の枝沖之がこの現象を唱えた。 f元史j
天文志巻52に「歳余歳若」の項がある。{授時](天子が)替を人民に頒布する。[歩気]r元史j天文志にあ
る「歩気持Jの項を指す。歩とは，天文の暦法を推しfまること(推歩)の意であろう。r1麦漢書:j巻38().g観伝
の「行1歩の術Jの李賢注に 1ft歩は8月五星の度，昏旦詩j気の差を究むるを諮う jとある。また宋の沈括
の出q史筆談j技芸に「星辰の行を求め，気朔の消長を歩す，之を績術と謂う jとある。[!沼合]符合す
る。胞は合の意。[f車志伝]i詰啓は f活史jの歴史，列女{えなどを分担執筆した。[白金}銭。{文締}
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な綿織物。[戸部侍郎]明制では，正三品。主に戸口， 83賦などをつかさどる。{理Ml財物を治め管理す
ること。[致政]官職を返す。職を辞す。
2. 6. 0 }東文
時!藍熊1多郡志初成。震之考接，井拐探箆於風俗・古蹟・制廊・家墓・ LU水・泉石・鼠亭・ミテ字・橋梁雑
l!札毎系一詩，衆櫨兼備，共如子主主。名姑蘇雑詠， {専於世。移賠虎丘西麓言)1蒙，未幾，選城南。歳壬子，
闘子祭酒江夏貌観来知時事，奥先生嘗合子京，敦苔交，潟徒居城下ド夏侯橋，以便朝夕親輿。
2. 6. 1 撃さ下し
il寺に虚熊，郡志を修めて初めて成る。之が考拠を為し，弁ぴlこ拐ら風俗・古蹟・制!窃・家(チョウ)墓・山水・
泉石・盟事・寺字・橋梁を探覧して雑賦し，毎にー詩を系(ツナ)げ，衆体兼ね備わる。共に如子首。姑蘇雑
詠と名づけ，世に伝わる。居を虎丘の西麓に移して訪1蒙し，未だ幾ばくならずして，城南に選る。歳は壬
二子，国子祭潤・江夏の貌観来たりて府の事を長1す。先生と嘗て京に会す。!日交を敦(アツ)くし，為に居を城
中の夏侯橋に能さしめ，以て朝夕の貌与に使ならしむ。
2. 6. 2 通釈
そのころ藤熊が蘇外!の郷土誌をちょうど完成させた。先生はそれについて考証をなし，同時にその風俗・
古&jl1.制胸・家墓・ II7J(.泉石・関亭・寺字・橋梁の場所を自ら鈍し訪ね，いろいろに詩を作り，一留所
に一首づっ詠んだ。五言，七言ーなど、各種の詩体が備わり，全部で若干主主(123篇)であった。 B古蘇封HJid と
名づけ，世ー関に伝わっている。 住居を虎丘の西のふもとに移して児童たちを教育していたが，まもなくし
て城南に引越した。景子の年(1372)に，国子祭酒であった江夏の貌観が蘇州n可:の知事として赴怪して来た。
先生とはかつて都で交際があり， IB交を暖め，住居を域内の夏投橋にうつして朝夕身近に交際するのに便
利なようにさせた。
2. 6. 3 語釈
[庶熊}明初の人。字は公武。琵はiの人。充(エン)州知府となった。後に連醸して死んだ。洪武三年(1370)， 
『蘇州、Inす志j五十巻 f毘j一巻(現存)を著した。!葺燃の兄。伝は f明史j巻13慮煎伝。{如子]不定の数を
いう。若干に同じ。[がj廟}神を祭るやしろ，祖先の霊を祭る霊屋。[家墓]墓。家はツカと訪1じる。{敦}
1引足する。{親与}身近になかよくっき合う。
2. 7. 0 原文
葉観属勝国造オ，頗自府調，矧解青烏経術，到任，第欲更張。以呉域無蛇門，出自東南7]([塗来之生気開
祖，故百年之富，極品之賞，甚存所妨，闘欲関之。先是，在域諸委港久j払舟艇往来不便，役民挑j容甚急、，
己多数怨。又以府:治乃前元都7J(屯周司，偏於商， J!U出武街之下，即城中央欝治而来r之。呉帥慮，;居左，且
続出内出，諸帥fj'f見，弗矯鵡， ili而密疏之。尋有張度街l史来，微行廉其跡。以先生嘗矯撰上梁文，
淡河獲イ圭硯詩作領， 1Jt自属議，倶欝赴京。衆討|樫喪脆，先生猫不請し臨行在途， 1今日我不絶，有
楓橋北望主主斑斑，
十去行人九不還。
白知清j飲原;í!\~'1鬼，
「縫l!汗集ヱド伝」訳注稿 101 
議:情長江鑑此心。
之句。残於甲寅之九月也。 一十九。人無12賎賢否老少，戚痛惜之。
2. 1. 1 撃さ下し
し観は勝国の遺オ為り， )~夏る自ら於謝(キョウク) L，矧(マ)た青烏経の術を解し，任に到るや，第Uf)更
張せんことを欲す。呉城に蛇門無ければ， J:!!Jち東南の水陸自り来たる生気，開に泣(ハパ)まれ，故に百年の
富，極品の賞甚だ妨げらるる所有るを以て，図りて之を協かんと欲す。是に先んじて，城に在る諸々の委
港久しく治(トドコオ)り，舟挺の往来に使ならざるなり。民を役して挑浴(チョウシュン)すること甚だ急にして，巳
に多く怨を紋(アツ)む。又た府治は乃ち前の元の都水屯図司にして，西に偏するを以て，別ち武衛の下より
出で，域の中央の!日治に却さて之を新たにす。呉帥，其の友に居るを曜、(オモンパカ)る。且つ観内由り出づれ
ば，諾帥には僻見して，礼を為さず。街みて密かに之を疏す。尋いで張度御史なるものの来たる有り。微
行して其の跡を廉す。先生嘗て為に上梁文を撰し，王券河をj愛するに悶りて佳き硯を獲て為に領を作るを
以て，併ぴに目して党と為し， 1:具に楼きて京にi吐かしむ。衆，制作ョウ)寵して暁を授うも，先生独り乱れ
ず，行に臨み途に在って， r吟H我絶えず，
楓橋北望すれば草斑斑，
十去して行人九は還らず。
自ら主Ilる 清i放にして 原と憐づること無きを，
議ぞ長江に情(コ)いて 此の心を鑑(テラ)さざらんや。
の勾有り。叩寅の九月に残するなり。年甫(ハジメ)て三十九。人は賞j浅・賢否・老少と無く，威な之を痛f告
す。
2. 1. 2 通釈
思うに，貌観は先の元朝から残された人材で，とても自ら誇っており，その上，風水の術を解していた
ので，赴任してくると，ただ蘇州、!の再建のみを計った。蘇州城には蛇門が無いから，東南の水睦から来た
生気が中間ではばまれ，そのために百年の富，極品の高貴さが，はなはだ妨げ‘られてしまうということで，
蛇門を設置しようと計回した。これより先，域内にある多くの見捨てられた船渚き場が，久しいあいだ泥
がつまって埋まり，船の往来に不便であったので，人民を徴発して淡諜工事ゃったのだが，工事を念、いで
きびしくやったので，はやくも人民の恨みが集まった。また今の)lす庁が元朝の都水・屯沼南のあとで，酉
にかたよっているので，武衛の下に出てしまうということで，域内中央の張士誠の府庁跡に新しく改築し
た。呉の大将は，新しい府庁が左にあることを憂慮し，貌観が内から出る時に，他の大将らを見下ろして
無ネしなのを恨みに思って，これを密かに箇条書にして上奏した。まもなく監察官の張度が派遣されて来，
彼は微行して事実を調交した。先生が以前説観のために棟上げの祝い文を作り，水路を波諜したときすば
らしい硯が出てきたので王繋がそのほめ歌を作ったことで，二人とも貌観の一味として，ひっぱられて都
へ連れてゆかれた。人々は魂が消え失せるほど恐れたが，先生はひとりだけ取り乱すことなし出発に臨
んでも護送の途中でも一心不乱に詩作にふけり，
機橋を北のほうに望めば草色はあざやか，
行人は十人去っても，九人は戻ってこない。
また，
私は清<， もともと恥じることなど無いことを知っている，
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どうして長江にたのんでこの心の盛りなさを照らし出してもらわないのか。
などの詩句が残っている。Efl寅の年(l374)の九月に没した。年はようやく三ト九であった。人々は如氏
賢愚，老少の別無く，みなこれをとても'措しんだ。
2. 7. 3 語釈
i勝関]能の王朝。亡ぼされた図。今の王朝が勝って滅ぼしたのでそういう。[遺オ]埋もれた人才。 jliJj廷
からまだ見lちされていない人材。{於翻}誇る。{勾1]いわんや。また。[青烏経]古代の育j詩子がミぎした日口
後， }量~7](学の著作を意味するよつになった。[蛇行] )ì~国時代の森市君が呉の地に{乍った門の名。
十二位で巳(~) (へぴ)の方向にあるから名付けたという説がある。[委j巷]委は捨てる，荒廃する。蘇州は
水の都といわれ，縦横に水路が通じ，各所に鉛活き場があったが， i波乱のために荒廃して，用を成さなく
なったものが多かったのであろう。あるいは委は屈曲，港はがJや湖に通じる水路の意で，委港は湾出した
水路の意味かもしれない。[挑j社河川をi針葉する。[紋怨}怨恨を招くの意。 [jf副社府の役所。日目7}(屯
狂i可}未詳。者[i水521と屯I::T:I司のこつの官庁を言うか。者[5水監は初め遭運河渠司と呼ばれた。河川・水路・
堤防.7}(運・橋梁・水Fうなどを現する。屯間百jの官庁は援代あったが金元は霞かれなかった。 Is8:l. 
Ef:Iなどに関することをつかさどる。 iド瓦武t昨?宇;叶t
前師iの内外の:工ζ司事主などを告管f湾理iする官官，庁。(ただし普通に武衛と言えば，貌に始まる近衛箪の統率機関を言う。
も身近な親衛隊であった。元'I-\';(土f制!~j親筆と呼んだ。) [呉1':11 諸fI::Olとともに玉!と詳。かりに呉の大
将，イ自の大将と訳しておく。[説]í~自条書にして述べる。間Ï]含むところがある。倶みを心iドに抱く。 [Nlt]
偵察する。実地に調査する。 [Ml'fM]恐れてびくびくする。 [1今1我]推鼓して詩を作る。[斑斑}色彩がくっ
きりとしているさま。授のi主席易の「利仁の北街の作jの詩に「草色斑斑として春雨f]寄るJの勾がある。
{法撤]7](がj古い。
2. 8. 0 原文
先生所者有缶J1，!~， J次長， J.fll.長，桂I1汗，詞1山口舷，文別売務等集。議論精繋，叙事典!取， E1詑，斑i琵之流
詩之高古疑{貌菅， ~rjlìr.Pf女 11挙初11，校111湯知高不，放i遊女rI王孟，質直如元自。巣府多慌ìif~i!J1 J， :j3;新設mjt張籍，
王建所不i主。数千lJt言，兼乎衆長， tB人;意表。不営良金美玉，取重於持，布吊萩粟，TtJ用於世。老杜所謂
道H艮前勾，先生所諮随事命怠， J_監禁得情， 自庶以来，筑世詩変，而長i成一大家者世。天何斬其オ，iドj上於
j析。設使登下所就又可道部。
太史公{存資生云， I毎詔令議下，諾老先生不能言，生謹錦之室、t，人人各企rI其意所欲出。諸生於是乃以矯能
而不及1:110J先生之才，不下於生，出盛亦不相i玄， i1往年梢j品之，部終値首極。夫名者，古今美器，造化深忌
之， I枚目~Ilt]無完名。浴i手云， I既存令名， j]行i欲二7考， 1す得兼iLJ悲亦若此。悲夫。門人呂勉撰。
2. 8. 1 撃さ下し
先生の著す所にrITJI，鳥・吹長・ -楼車F有 1)，謁はnリち:tl舷，丈は則ち亮藻等の集なり。 (セ
イサク)，叙三土典!幣(テンセン)にして，夜誼・斑闘の流ならんか。詩の高古なること貌・晋に類し， il!J浩なるこ
と・械lの如く，和i憾なること高・本の如く，放適なること王・孟の如く，賀直なること元・自の如し。
楽府は多く j英)jiljに慌し，其の新声は張籍・王建と臨も逮ばざる所なり。数千万言は衆長を兼ね，人の意表
に出づ。宮に良金美玉の，重きをu寺に取らるるのみならず， :;{fi I話・萩粟の世によ目いらるべきあり。老杜の
所詣眼前を道うの句は，先生の所諸事にi詰って意を命じ，景に温いて情を拝るにして，庶白り以来， -t止の
りて，自ら一大家を成す者なり。天何ぞ其のオを新み，年斯に止まりしや。設使(モシ)下寿に受ら
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ば，就(ナ)す所又た量るべけんや。
太史公が資生を伝して云う， i詔令の議下る毎に，諾老先生言う能わず，生は尽(コトゴト)く之が対えを為
し，人人各々其の意の出さんと欲する所の如し。諸生是に於いて乃ち以て能にして及ばずと為すなりJと。
先生のオは，生に下らず， tI:¥処もljJ，た相い遠からず，年は柏やJとに過ぐと臨も，而も終に首離にイ直う。夫
れ名は，古今の美採なり，造北深く之を忌む，放に両前]に完名無し。誌母云う， i既に令名有 1)て，市も
考を欲す，兼ぬるを得べけんやJと。 :HljJ';た此くの若し。悲しいかな。門人の呂勉撰す。
2. 8. 2 j護軍尺
先生の著したものには，誌には問:j-I¥l訪日 rl次長集Jr鳳議集J]r桂ilFfJ討があり，詞には H[]鉱集jが，
文には日ぷ器薬jがある。文章の議論は綿管で正終f[，叙事:は典雅で表現はjまかであり，漢のEZ誼，班出の
流れであろう。詩が気高く質朴なところは貌普の}誌に似ており，さっぱりとして穏やかなところは，唐の
詩人の挙応物と桝宗元のようであり，調和していて伸びやかなところは，Ji認の詩人の高適と本参のようで
あり，自由で気ままにEl践するところは， I去の詩人の王織と孟t11j'然のようであり，飾り気がなく正法なと
ころは， I告の詩人の元積と白居易のようである。楽府はたいてい漢の作品に模して作ったが，あらたに作
った新楽H出土庶の長籍，王強という名手でも及ばないほどだった。残された数千万言は多くの長所を兼ね
ており，表現は人の意表に出るものだった。その作{[fli立高tltd:カ:の金や美しい玉がH寺-1なにもてはやされると
いうような所ばかりではなく，布や絹，立や米が社会の実用になるというような所もある。庶の杜市のい
わゆる服部のことを表現する勾，昔の賢者のいわゆる，事柄のあるがままに従って作品の主旨を決め， 'Iij 
去にIB'会って詩箔を得るというものである。先生は，出:代から今日までを通しての詩壊のi築物であると
うことができ，おのずから一大家となっている人である。天はどうしてその才能をけちり，寿命をこれし
さにとどめたのだろうか。もしも六十オの下主俸の寿命まで、行ったとしたら，成し遂げたものは計り知れな
いであろう。
司馬遊の f史記jの買設列訟に， i天子から訟の審議が下されるたびに，老学者たちが言おうとして言え
ないでいると，.ll~I誼はことごとくそれについて答えた。それは皆が胸の中で言いたいと思っていたような
ものであった。ここにおいて学者たちは攻誼に才能があり， 自分たちがかなわないと認めたのだったjと
あるが，先生のオJ土質誌に劣ることはないし，仕官の様子も似ていないことはない。年齢はやや賀詑より
上だが， ~12業の j註携を遂げた。そもそも名747 というものは，古今より美しい器であり，造物主はこれをた
いへん忌みはばかったものである。だから世間に非の打ちどころのない名戸というものはない。後漢の泡
法の母が， Iすで、に名声があって，さらに長命をほしがるというのは，二つを兼ねることができましょうかj
と言っているが，先生の場合もまたそうである。なんと悲しいことか。 以上，門人の呂勉が著した。
2. 8. 3 語釈
級密で路実。[典撚}典雅で美しく [1誌は B.C.200-8.C.168 前漢の学者。若くして才に
溢れ，丈司?に重んじられニトオあまりで、1ガバコにイ壬じられ，最年少の博士となった。異例の昇進によって，
一年のflJに，太1:'1大夫にまでなった。功i歪たちにねたまれ，長沙:Fの教育部として左還され外にtl:¥された。
間もなく，部に呼び戻され，梁の懐王の教育係に任じられたが，一年余りで，三十三オ」で没した。呂勉は
後段でい，格段の才能によって異例の昇進をした点を高啓と似、るという。 [JJ潤]32-92 後漢の歴史家，丈
父班彪の死後， J1執筆を引き継ぎ，大部分を完成させた。途中てすj訣死したが未完の部分は妹の
主任ilfが補った。{高古}気高くみやびで，古風で、質朴。[説晋}貌(220…265)は，三閣のーってコ後漢に代っ
て官民が建てた王ilj]0 晋(265-420)は，貌に代って司潟炎が建てた王朝。三官，建安の七子，竹林の七賢，
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陶~)討明などがが高古の評にあたるであろう。 Uqlj段}言葉が質朴で，境地がさっぱりして穏やか。唐の校然
(れウネン)の f詩式~ 1詩に六迷有りjに「虚誕を以て高古と為し，緩慢を以てirl1立さと為すJ(但し『廃代詩話i
本)とある。{挙初日唐の詩人の挙応物(737? -790 ? )と柳宗元(773-819)0 [和暢]調和していて流'1勢。{高
得]唐の詩人の高巡(700? -765)と不参(715?…770) 0 [放適}自由で気ままに生活を楽しむ態度。[王孟}
唐の詩人の王維(699?一761)と孟浩然(689…740)0 [賀直}釘liり気がなく正直。{元自}唐の詩人の元積(779
831)と自居易(772-846)0 [楽府}韻文のジャンルの一つで，長短勾を交えるものもある。漢代の歌謡にも
とづき，もとメロディーをともなっていた。唐以後は，楽章としての性格が弱まり， 1日米の楽府題(古楽府)
の務え歌的作品だけではなく，新しい楽府題(新楽府)も作られた。{張籍・王建]張籍(766? -830 ? )と王
建(766?一?)は，唐の詩人で， ともに楽府体の名手であった。{良金美玉}文京の美しさを言う。 r新Jef告u
巻201文芸伝上・賂賓王の墳に張説が「李l崎，夜融，降稜，宋之問の丈は良金美玉の如く，砲して可ならざ
る無し」と述べている。[布舟]衣類の材料を言う。布は麻，葛の織物，おは絹織物。{萩莱]人間の常食
を言う。;伎は豆類の総称，栗は穀物。[老杜以 i守老社は唐の詩人の杜南(712-770)。そのIl良前の匂とは，
「本嘉州に寄ーす」の詩に「眼前寄する所，何物をか選ぶ，子に贈る安の双鰻魚jとあるのを，或いは「
上に遊ぶを様う」の詩に「眼前今古の意，江漢のー帰舟jとあるのを言うのであろうか。[先正}先のi!!ーの
賢人。認;をさすか未詳。[詩豪}すぐれた詩人。奈は才能が人より抜きん出て優れているの意。唐のEI居易
の「劉白1自和集解jには多誠の部57得は詩の豪なる者ーなりjとある。ここでは剣豪，酒豪，文豪などとな
らぶ詩豪と考えてよい。{命~~]意を寓する。作品の主冒を決める。[l折]けちる。出レl苦しみする。[下寿]
人の寿命の六十オをいう(一説に八十オ)。上寿は百オ，仁1:1寿は八十オ。
{太史公伝費生云}太史公は前漢の可烏遊(B.C.145? -B.C.86 ? )をいう。父の可馬談が太史令となり，子の選
がそれを継いだことから，そう H乎ぶようになった(異説もあり)。質生は前漢の1l~誼 (1売務集本伝J の注を
参照)をさす。続く引用は司馬遊の f史記j屈原資生列伝から。 [:B処}出でいて仕えることと退いて在野に
いること。{終値首極]値は値遇のイ也出会う。首ー極の極はおそらく「磁J(キ 37)の音通で，殺されるの
首極で甑7fIJの意であろう。賀誌はともかくも平穏に死んでいるのに対して，高啓の不挙を言う。[;志之]
名声を忌み避ける考え方には，たとえば次のようなものがある。 f易j乾に li替竜Jについて円11:に易え
ず，名を成さず， t止を遊(ノガ)れて悶(ウりうることなし是とせられずして悶うることなし」という。また
日王子j天速に「名は公器な 1)，多く取るべからずjという。[両間]天地の問。t!t問。[完名}完柴な名
[沼母]後漢の沼諒の母。 r後漢語:~ fl広務伝に見える言葉。
日子考]長寿。
[参考]
{校記}備要本此J!Jf1有住云， 1字功控，長lJ十1窓士。」按先生本侍不一， EE祇列亮務集李氏，及桧il汗集呂氏作，
以本集所有並鋒，亦以見後有名籍，設以枚輪蹄l')J二作由。且他書:所見呉強まii'，王守渓姑蘇志侍相問。 il'潤
氏復俊，王氏兆雲，劉氏Iお~，過氏庭訪11等，著J巽紛如，最後牧務列斡詩集{弘亦不免語含疑イ言，均未量生、入，
ゴF敢簡略，特志敬'1奨云。
[校記}税i要本は此の処に注有りて云う， 1字は功控，長決iの謡、土なり」と。按ずるに先生の本伝ーならず，
践には祇(タ)だ先務集の李氏，及び桂軒集のお氏の作を列するのみ。;本集に有し並びに錯する所を以て，亦
た後に名篇有るを見るを以て，当に椎輸を以て功を二作に帰すべきなり。且つf塩害に見る所の呉抱苓，王
守渓が姑蘇志の伝l土中日い同じ。周氏復俊，玉氏兆雲，劉氏鼠， J品氏庭訪1等にil'(才叫んでは，著撰するもの
紛如たり，最も後の牧斎のヲIJ朝詩集伝も亦た語に信を疑うを含むを免れず，均しく未だ紗入せず，敢えて
簡略するに非ず，特に敬慎を志して云う。
